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要  旨 

 

建設業就業者の2018年度の年間の実労働時間の平均（2036時間）に

ついては、全産業の平均（1697時間）と比べて３００時間以上長い状

況となっています。また、公共工事における月別の稼働状況について

は、４～６月期の稼働状況が著しく低い状況であるため、繁忙期には

休暇取得が困難となり、長時間労働を招いています。 

このため、国においては、建設業法、公共工事の入札及び契約の適

正化の促進に関する法律及び公共工事の品質確保の促進に関する法律

の一部を改正し、建設業の働き方改革を進め将来の担い手の確保を図

っています。 

公共工事の品質確保の促進に関する法律においては、発注者の責務

として公共工事の計画的な発注と適切な工期の設定に努めることが求

められており、建設業界からも公共工事の施工時期の平準化に取り組

むよう要望があります。 

つきましては、施工時期の平準化に向けて以下について取り組む必

要があると考えますので、協議をお願いいたします。 

 

【平準化率】 

 ・令和６年度を目標に全国統一指標の平準化率「０．９」を目指 

す  

 ※平準化率：年度の平均の稼働状況（件数・金額）と４～６月期 

の平均の稼働状況（件数・金額）の比率 

【実施する取組】 

・ゼロ債務負担行為の活用 

※契約年度の支出がゼロで翌年度に支出する 
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※ 会議の７日前までに関係資料を添え、３２部提出してください。   

※ 発議書（関係資料を除く）のデータもメールで送付してください。 


